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私たちに伝えようとしているように思えます。草間は伝統的な日本文化によりかかることなく、自分自身の
個性を西欧文化と対峙してみせた。その屹立した個のありようは、知念の研究態度とも重なり合っているよ
うに思えます。 
加えて、大切に思えるのは、論文と共に行ってきた彼女の作品制作の劇的な変化です。彼女の夫君が沖縄
出身である影響もあって、この一年の制作は、戦乱が巻き起こす悲惨にさらされている世界を捉えようとし
てきました。人魚をモチーフとするなどファンタジックな作風が、孤独にふるえる世界の少女をグローバル
に捉えるように変化してきたのです。 
本人は作品制作にあたっても、単一のメディアや形態に縛られることなく、空間的な作品の在り方を研究
しています。表現は繊細で、時に詩的ですが、個人的なノスタルジーに閉じこもることなく、大きな広がり
と解釈の余地を残し可能性を感じさせます。 
論文と作品は表裏一体となり、過去の研究成果を踏まえた上で、知念ならでのオリジナリティに富み、本
学博士学位取得に相応しい評価を得ました。
